
 

これらの糸状菌は、つる枯病と同様に圃場残渣に

よって、次年度以降の伝染源になると考えられます。  

つる枯病の薬剤防除の実施と合わせ、圃場残渣を

残さないこと、輪作をすることが貯蔵腐敗の軽減に

寄与すると考えられます。 
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図１．つる枯病の特徴 

貯蔵中の果実の腐敗部位から病原菌を分離し

菌の種類を同定しました（図２）。 
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研究成果 

カボチャの貯蔵腐敗は、『つる枯病（図１）』が主要な原因として知られてい

ますが、その他にも様々な糸状菌が腐敗を発生させていることが分かりました。 

概要 

方法 

図２．病原菌の分離 

図３．分離された糸状菌 

図５．貯蔵試験結果（2020 年） 

図４．貯蔵試験結果（2019 年） 

小麦の赤かび病の病原菌として知られているフ

ザリウム・アベナシウム（F.avenaceum）をはじめ、

色々なフザリウム属菌や、その他の多くの糸状菌

が関与していることが分かりました（図３）。 

また、年度よって腐敗の原因となる糸状菌が異

なることが分かりました（図４、図５）。 

結果 

結果の活用 
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